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Intonation and Pause in Japanese Story Reading
Summary: This paper analyzes the prosodic features of oral readings of the famous Japanese short 
story "Gongitsune" performed by professional actors. Specifically, the level of tonal realization 
(either full level or reduced level) of each accent unit in a sentence and the use of pauses are 
the main interests of the study. The following results emerge. (1) Tonal movement in an accent 
unit is fully realized when the unit is not restrictively modifi ed by the preceding unit or when it 
immediately follows the thematic particle "wa." (2) Tonal movement in an accent unit is reduced 
when it is restrictively modified by the preceding one, except for cases in which [a] the accent 
unit in question is in a long sequence of restrictive modification; [b] the preceding accent unit 
semantically functions as an additional explanation; or [c] the accent unit is semantically focused. 
(3) Tonal movement in an accent unit consisting of only a particle or an auxiliary verb is always 
reduced. (4) Additional tonal movement (beyond that required by accent) at the end of a syntactic 
phrase, which is frequent in spontaneous speech, is not observed. (5) Some performers realize 
dramatic tension and release by manipulating pitch level and speech rate. (6) Thematic phrases 
are often pronounced at a low pitch level, but this pronunciation appears to be optional. (7) 
Onomatopoeias are pronounced at a high pitch level. (8) Large individual differences are found in 




















ションに関しては，山田彩子 (2007, 2009)，白勢彩子 (2011) の報告があるが，いずれも試行的な
定性的記述と言うべきもののように思える。
本稿では新美南吉の『ごん狐』(1932) の第一場面，分量にして全体の約三分の一，朗読時間








『ごん狐』の朗読音源として，この稿の執筆時点で CD あるいは DVD として販売されてい
るもの，スマートフォンのアプリとして購入できるもの，WEB 上で公開されているものから








源で，いずれも CD として販売されているものである ）1）（話者の生年順）。
(1)『光村の国語 名優で聴く 教科書名作朗読 CD ライブラリー』3，光村教育図書，2010 年
　  （朗読：沼田曜一，1924 年生まれ 2006 年没，岡山県出身；使用テキスト：『国語四下』光村教育図書，平成元～ 3
　　    年度版）
(2)『新美南吉童話選集 1』 エニー，2001 年（朗読：岸田今日子，1930 年生まれ 2006 年没，東京都出身；使用テキス
　　   ト：『校定 新美南吉全集』大日本図書）
(3)『聞いて楽しむ日本の名作』第 12 巻，ユーキャン，2010 年（朗読：市原悦子，1936 年生まれ，千葉県出身）
(4)『朗読 CD 日本の名作　セレクト版』日外アソシエーツ，2012 年（朗読：広瀬修子，1944 年生まれ，東京都出身）
(5)『［朗読］心の本棚―心にのこる日本の名作童話』キングレコード，2003 年（朗読：神保共子，1945 年生まれ，



















1）  入手した音源のうち，音声に音楽が被っているものなどを除いた 20 種について，それぞれ 30 〜 40 秒分（付表の #82-161
　  の区間）を音声提示順を変えて約20名ずつ2群の大学生，計41名に聞かせて朗読の「うまさ」の判定を5段階で求めたところ，
































に該当する話者数を示し（右から 2 〜 4 列），全 6 名のうち 5 名以上が一致している場合を話者間
の共通性が大きい特徴と考え，それを総合的判定として左から 2 列目の具体的な言語形式の
2）  www.praat.org，ここで使用したのは version 5.1.43。
3）  音の上がり目を記号⎾で，下がり目を⏋で示すと，ニ⎾ホ⏋ン（中高型），ス⎾モーキョ⏋ーカイ（中高型），ダ⎾ケ⏋（尾
　  高型），ワ（独自のアクセントはなく，ダケワで 1 単位）。
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前に記号で記した。以下ではこの総合的判定にもとづいて考察を進める。アクセント実現度の













定保留」とした。結果的に判定保留は全体の 4%（話者別に見れば 2 〜 7%）であった 5）6）。
















6） 相対的なアクセント実現度に関する筆者の聴覚的判断の様相を，拙稿 (2012)で用いた 4文の合成音声を用いて検討した。
　 すなわち，「ホテルの料金は（9000 円でした）」「ホテルに料金は（書かれていませんでした）」（この 2 文については
　 頭高型アクセントの「ホテルの」が高さ 10 半音の山になっている場合と 5 半音の場合の両方），そして「ホテルの名
　 前は（かいゆう館でした）」「ホテルに名前は（書かれていませんでした）」の 4 文について「料金」「名前」の高さを
　 段階的に変えて作成した合成音声を聞き，「料金」（頭高型）と「名前」（平板型）のアクセントが弱化しているかして
　 いないか，どちらとも言いがたいかを判断した。1 音声につきランダムな順で 10 回判断を行ったが，結果として「ホ
　 テルの・に料金」については「料金」の上昇量が「ホテル」の山の高さの 1/4 以下であれば安定的に弱化と判断し，
　 2/3 以上であれば安定的に非弱化と判断し，その間のものは判断が安定しなかった。「ホテルの・に名前」では，「名前」

































































  8） この要因の存在はこれまで考えておらず，この物語文の分析を通じて初めて導入したものである。
  9） これと似た例として，『桃太郎』の「川上から大きな桃が流れてきました」における「大きな桃が」がある。しかし，「桃
　   が」のアクセントは弱めて読むのがふつうである。これは，流れてきたのは単なる桃ではなく，大きなものでないと
　   おかしいということから，「大きな」の限定的側面を重視する解釈をとるのが自然だからと思われる。つまり，このケー
　   スは本稿で言う限定的補足ではない。
10） この定義は筆者の独自性の強いものであり，また筆者自身がこれまで考えてきたこととわずかに異なる部分もある。
　   ここではフォーカスと新情報は別物と考えており，「きのうは何を食べたの？—きのうはうなぎを食べた」という対話
　   における「うなぎ」のような場合はフォーカスのある箇所と新情報は一致するが，「どうしたの？—頭が痛いんだ」に
　   おける「頭が痛いんだ」や，物語の冒頭文のように一文全体が新情報と考えられるような場合は，フォーカスはその
　   どこか一部分（複数箇所でもよい）にあることもあれば，全体にあることもあると考える。
　   なお，一文全体にフォーカスがある場合も含め，連続する文節全体にフォーカスがある場合は，その部分のアクセン
　   トの実現度は内部の意味的限定関係を生かした形で実現されるのがふつうであるが，個々のアクセント単位をすべて
　   際だたせる発音もありうる（拙稿 2011 参照）。
11） フォーカスがある箇所の音声的際だちだけをとりあげて「プロミネンス」と呼ぶ慣習も根強くあるが，フォーカスの































ズを置いた話者数を示し，全 6 名のうち 5 名以上が一致してポーズを置いているものを話者
間の共通性が大きいものと認定して，左から 2 列目の具体的な言語形式の直後に記号で示した。
12） あるいは，この作品の場合は草稿の冒頭部に対して大幅な短縮を行ったと思われる初出誌の編集者（鈴木三重吉）。
　   半田市教育委員会（編）(1994) 所収の自筆原稿参照。
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13） たとえば『NHK CD　朗読にチャレンジ』など。これに関する考察として杉原満 (2012) がある。
表 1 の 1 段目を見ると，直前文節から意味的に限定されていないアクセント単位は，判定
保留のものが 2 割ほどあるが，それを除けばほぼすべてが 5 名以上非弱化と判定されている
ことがわかる。唯一，5 名以上で弱化の判定がされたのは「うなぎやきすを (#259-260)」の「き
すを」であるが，これは拙稿 (1997, p.188) で述べたような，並列されていて直前の語と意味的
な一体感のある語はアクセントが弱化する現象である。これを除けば本資料では，直前の文節
から意味的に限定されないアクセント単位は弱化しない傾向が強い。





ているアクセント単位の場合はそうではない。これらは 3.2 節の (4) で説明した原則からすれ
ば弱化するはずである。しかし，5 名以上が弱化という判定がされた割合は全体の 45% にす
ぎない。話者間の一致度が低く（4 名以下），弱化とも非弱化とも言えないものも 1/3 程度ある。
特に問題なのは 5 名以上で非弱化と判定された 39 例 (22%) である。 
しかし，この非弱化例 39 について検討した結果，そのほとんどは以下の 3 つの要因による
例外として説明できそうであることがわかった。
(1) 意味的限定関係の連続
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⋀とんがらしを (#71-75)」「村の小川の ⋀堤まで出てきました (#114-119)」「ほら穴の近くの ⋀はん
の木の下で (#381-385)」「穴のそとの ⋀草の葉の上に (#399-403)」である。ただし最初の例は，後
に述べるようなフォーカスを置いたための非弱化とも考えうる。
(2) 限定的補足




40)」「大きな ⋀ほくろみたいに (#211-213)」「くさった ⋀木ぎれなどが (#234-236)」「ふとい ⋀うなぎ














くを文末の述語動詞が占める。文末の述語動詞 34 例のうち話者 5 名以上で非弱化と判定され
たものが 14 例 (41%) あるのに対し，非文末（節末）の述語動詞 23 例のうち話者 5 名以上で非弱
化と判定されたものは 3 例 (13%) と少なく，非弱化率が異なる（いずれも，提題の「は」に後続する場
合は除く）。典型例をあげると，「そこからじっと ⋀のぞいてみました (#180-182)」「ごんの首へ ⋀
まきつきました (#352-354)」「ごんの首にまきついたまま ⋀はなれません (#370-373)」である。こ
14） 「大きな ⋀ほくろみたいに」を除き，これらの例では文節連続全体にフォーカスがあると考えられるが，そうした場
　   合のアクセントの実現度は内部での意味的限定関係を生かした形で実現されるのがふつうである。注 10の後半参照。
15） 「出られない」のアクセントが弱化しないのは，否定形であるためにフォーカスを置いたという理由もあろう。拙稿
































16）  別の意味で読点の存在が読み方に明かな影響を与えている箇所もある。注 18 参照。
17）  12 半音が 1 オクターブであるから，12 半音大きければ Hz 値では倍になるということである。つまり，目盛に示
　   した値が 12st なら 50Hz の倍である 100Hz に相当し，24st ならその倍の 200Hz，36st ならさらにその倍の 400Hz








本資料の文頭アクセント単位 39 例についての 6 名の使用声域の合計数を見ると，高域に属
する発音が 69，中域が 93，低域が 72 であった。本稿での声域の定義からすれば（3.2 節 (5) 参照），
高域，中域，低域の割合は全体としては 1:2:1 であるから，それに比べると文頭では中域が少
なく，高域と低域に偏っている。
「ごんは」は文頭で 9 回使われているが，6 名の使用声域の合計は高域が 8，中域が 20，低
域が26であった。これを含めて文頭のアクセント単位が提題の「は」を含む17の場合を見ると，
使用声域の合計は高域が 20，中域が 44，低域が 38 であり，それ以外の文頭では高域が 40，












低域での発音について，5 名以上が低域を使ったのは資料全体で 9 例のみで，あまり話者間
の一致がないことがわかる。それらは「そして (#50)，しゃがんで (#96)，はい出ました (#103)，








一方，5 名以上が高域を使ったのは 24 例で，「茂平 (#6)，少し (#30)，ごん狐 (#34)，きんきん
(#110)，ふと (#162)，川の (#164)，腰の (#191)，しばらくすると (#216)，袋の (#221)，ところどころ
(#241)，白い (#242)，きらきら (#244)，きすの (#252)，何を (#281)，ぽんぽん (#316)，手では (#336)，
































































































































































































































































































































































































































































































者もある。話者 1 は句点以外でのポーズの長短を 0.16 〜 0.8 秒あたりの範囲で比較的まんべ












　   こでは句点のポーズについてはあまり細かい分析は行わない。また，よく指摘されているとおり，読点とポーズには
　   直接の対応関係はない。使用テキストによっても読点の付け方が異なる。本稿では読点は検討の対象としない。
　   しかし，読点が読み方を明らかに左右している場合がある，それは「とんがらしをむしりとっていったり (#75-78)」
　   である。『赤い鳥』版でも全集版でも「いったり」の直前に読点が打たれている。これだと「いったり」を「炒ったり」
　   とも解釈できてしまう。実際，2 名の話者はこれを中高型アクセントの「行ったり」ではなく，「炒ったり」の意味
　   で頭高型のアクセントで発音している。作者の草稿では「唐辛子をとって来たり」なので，補助動詞として解釈する
　   のが自然であろう。















































































































































郡史郎 (1997)「日本語のイントネーション—型と機能」『日本語音声 2  アクセント・イントネー
　　　ション・リズムとポーズ』三省堂 , 169-202.
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1 ????? 5 28 ??? 1
2 ? ??? ? 6 0 29 ????? 4 2 1
3 ? ???? ? 6 0 30 ? ??? 6 0
4 ? ????? ? 6 5 31 ????? ? 1 2 3 0
5 ? ??? 6 0 32 ??? ? 2 1 3 0
6 ? ??? 6 0 33 ? ???? ? 6 6
7 ? ? ?? ? 6 2 34 ? ???? 6 0
8 ???????? ? 3 2 1 0 35 ? ? ?? ? 6 0
9 ? ???? ? 1 5 0 36 ? ??? ? 5 1 0
10 ? ??? ? 6 0 37 ? ??????? ? 6 6
11 ? ????? ? 6 6 ?
38 ????? 5
12 ???? 5 39 ? ???????? ? 6 0
13 ? ????? ? 6 0 40 ? ????? ? 5 1 6
14 ??? ? 3 1 2 0 41 ? ???? 6 0
15 ????? ? 2 4 5 42 ? ????? 6 0
16 ? ??? 6 1 43 ? ????? ? 1 5 0
17 ? ? ?? ? 6 0 44 ??? ? 4 1 1 0
18 ? ?????? ? 6 5 45 ? ???? ? 6 6
19 ? ???? 6 0 46 ? ??? 6 0
20 ???? ? 2 2 2 0 47 ? ???? ? 1 5 0
21 ? ????? ? 6 6 48 ???? ? 2 1 3 0
22 ? ????? 6 0 49 ? ??????? ? 6 6
23 ? ? ?? ? 6 3 ?
24 ? ??????? ? 6 2 50 ????? 5
25 ????? ? 1 1 4 0 51 ? ???? 6 0
26 ? ??? ? 6 0 52 ? ????? 6 6
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? ?????????? ? ??? ? ???????????????????????? ? ?????
? ? ??? ? ??? ??????????????????? ? ???? ?
? ??? ? ?????
? ?????????? ? ??? ? ???? ????????????????????? ? ??????
? ? ???  ? ???? ??????????????????? ? ????
? ??? ? ??????
?
? ???????????? ? ??  ? ????? ?????????????????????? ? ???????
? ? ??  ? ????? ?????????????????????? ? ???????
?
? ?????????? ? ?? ? ??? ???????????????????? ? ?????
? ? ?? ? ??? ?????????????????????? ? ?????
?
? ??? ???  ? ? ?? ? ??? ? ???  ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ???  ?
?
? ? ?? ? ??? ??? ???????? ? ???? ?? ???
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ??
??
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54 ??? ? 3 1 2 0 113 ????? 6
55 ??? ? 3 1 2 0 114 ? ??? ? 6 0
56 ? ???? ? 6 5 115 ???? ? 4 2 0
57 ? ????? 6 0 116 ? ?? ? 6 0
58 ???? ? 4 2 0 117 ? ??? ? 6 0
59 ? ??????? ? 6 6 118 ??? ? 1 2 3 0
? 119 ? ??????? ? 6 6
60 ????? 0 ?
61 ???? ? 1 1 4 1 120 ????? 0
62 ? ??? 6 0 121 ? ????? ? 6 0
63 ? ?????? ? 6 0 122 ? ????? ? 6 6
64 ? ???? ? 6 6 123 ? ??? ? 5 1 1
65 ? ?????? 6 0 124 ? ??? 6 0
66 ? ???? ? 5 1 0 125 ????? ? 4 1 1 0
67 ? ????? ? 1 5 0 126 ? ???? ? 5 1 0
68 ? ??? 6 0 127 ? ??????? ? 6 6
69 ? ??? ? 1 5 0 ?
70 ? ???? ? 6 6 128 ??? 3
71 ? ????? 6 0 129 ? ????? ? 6 0
72 ???? ? 3 3 0 130 ? ??? 6 0
73 ????? ? 3 3 4 131 ? ?????? ? 5 1 0
74 ? ??? ? 6 0 132 ? ????? ? 6 6
75 ? ??????? ? 6 0 133 ? ????? 6 1
76 ? ??????? ? 5 1 2 134 ? ???? ? 1 5 6
77 ??? ? 3 3 0 135 ??? 3 1 2 0
78 ? ???? ? 6 5 136 ? ???? 6 0
79 ? ????? 5 1 0 137 ? ???? ? 1 5 0
80 ???? ? 2 4 0 138 ? ??????? ? 6 6
81 ? ??????? ? 6 6 ?
? 139 ???? 0
82 ??? 2 140 ? ???? ? 1 5 1
83 ? ??? ? 6 0 141 ? ??? ? 6 0
84 ? ??? ? 6 0 142 ? ???? ? 1 5 0
85 ? ?????? ? 6 6 143 ? ???? ? 6 0
? 144 ? ???? ? 6 5
86 ?????? 0 145 ? ????? 5 1 0
87 ? ??? 6 0 146 ? ?????? ? 5 1 5
88 ??????? ? 4 1 1 0 147 ? ??? 6 0
89 ??? 3 1 2 0 148 ???? ? 2 4 6
90 ? ????? ? 6 6 149 ? ????? 6 0
91 ? ???? 5 1 3 150 ????? ? 3 3 0
92 ? ???? ? 5 1 0 151 ? ??? ? 1 5 2
93 ? ???????? ? 5 1 6 152 ? ?????? 6 0
94 ? ??? 5 1 0 153 ? ???? ? 6 3
95 ? ??? ? 6 0 154 ? ????? ? 6 0
96 ?????? ? 4 1 1 0 155 ? ?????? ? 6 6
97 ? ??????? ? 6 6 ?
? 156 ???? 3
98 ??? 0 157 ? ???? ? 6 0
99 ? ?????? ? 1 5 5 158 ? ????? ? 6 6
100 ???? 2 4 1 159 ? ??????? 6 2
101 ? ?????? ? 6 3 160 ? ???? ? 6 0
102 ? ???? 5 1 0 161 ? ???????? ? 6 6
103 ? ????????? ? 6 6 ?
103 ? 162 ??? 0
104 ??? 0 163 ? ????? ? 6 6
105 ? ????? 6 0 164 ? ??? 6 0
106 ? ???? ? 1 5 0 165 ? ??? ? 6 0
107 ? ???? ? 6 6 166 ? ??? 6 0
108 ? ???? 5 1 0 167 ? ??? ? 6 4
109 ? ??? ? 6 1 168 ? ??? 6 0
110 ? ????? 6 0 169 ? ???? ? 6 0
111 ????? ? 2 2 2 0 170 ? ?????? ? 6 6
112 ? ??????? ? 6 6 ?
278 郡　史　郎
171 ???? 1 230 ? ??? ? 5 1 0
172 ? ??????? ? 6 0 231 ? ???? ? 1 5 6
173 ? ???? ? 6 3 232 ? ??? 6 1
174 ? ????? 6 1 233 ? ???? ? 1 5 6
175 ??? 3 2 1 0 234 ? ????? 6 0
176 ??? ? 4 2 0 235 ? ???? ? 6 0
177 ? ????? ? 6 2 236 ? ????? ? 6 5
178 ??????? ? 4 1 1 5 237 ? ??????? 6 0
179 ? ????? 5 1 0 238 ????? ? 4 1 1 0
180 ? ???? 6 1 239 ? ??????? ? 6 6
181 ? ????? ? 5 1 0 240 ? ??? 6 1
182 ? ??????? ? 6 6 241 ? ???????? 6 5
? 242 ? ??? 6 0
183 ??????? 6 243 ? ???? ? 6 0
184 ? ??? 4 2 2 244 ? ????? 6 0
185 ???????? ? 1 1 4 6 245 ???? ? 2 1 3 0
? 246 ? ?????? ? 6 6
186 ????? 5 ?
187 ? ?????? ? 6 0 247 ????? 5
188 ? ??? 6 0 248 ? ???? ? 5 1 0
189 ? ????? ? 1 5 0 249 ? ????? ? 6 0
190 ???????? ? 4 1 1 6 250 ???? ? 2 4 6
191 ? ??? 6 0 251 ? ???? 6 0
192 ? ???? ? 6 0 252 ? ???? ? 6 0
193 ? ??? ? 6 0 253 ? ?? ? 1 5 0
194 ? ??? 5 1 0 254 ? ?????? ? 6 6
195 ? ???????? ? 1 5 5 ?
196 ? ??? 5 1 0 255 ???? 2
197 ? ??? ? 6 4 256 ? ???? ? 6 0
198 ? ????? 6 0 257 ? ???? ? 6 5
199 ? ? ?? ? 6 4 258 ? ??? 5 1 2
200 ? ??? ? 6 0 259 ? ????? ? 5 1 0
201 ?????? ? 4 2 0 260 ? ????? 1 5 5
202 ? ??????? ? 6 6 261 ? ???? 6 0
? 262 ? ?????? ? 6 1
203 ?????? 0 263 ? ?????????? ? 5 1 6
204 ? ??? ? 6 0 ?
205 ??? ? 3 3 0 264 ???? 2
206 ???????? ? 2 1 3 6 265 ??? 2 4 2
207 ? ???? 6 0 266 ??? 3 3 0
208 ? ??? 5 1 0 267 ? ??? ? 6 0
209 ? ??? ? 6 0 268 ? ?????? ? 1 5 6
210 ?????? ? 1 2 3 6 269 ??? 4 2 0
211 ? ???? 6 0 270 ? ??? ? 6 1
212 ? ???? ? 6 0 271 ???????? ? 2 4 6
213 ? ????? ? 6 0 ?
214 ??????? ? 4 2 0 272 ???? 1
215 ? ??????? ? 6 6 273 ?????? ? 3 1 2 6
? 274 ? ???? 6 0
216 ???????? 2 275 ? ???? ? 1 5 1
217 ????? 2 2 2 6 276 ? ???? 6 1
218 ? ??????? ? 5 1 0 277 ? ????? ? 1 5 6
219 ? ????? 6 0 278 ? ???? 6 0
220 ? ?????? ? 1 5 5 279 ? ???? 6 1
221 ? ??? 6 0 280 ??????? ? 2 4 6
222 ? ???? ? 6 0 281 ? ??? 6 0
223 ? ???? ? 6 0 282 ? ??????? ? 6 5
224 ? ?????? ? 6 6 283 ? ???? 6 0
225 ? ??? 6 0 284 ? ??? ? 1 5 0
226 ? ???? ? 6 0 285 ? ???? ? 6 0
227 ? ?????????? ? 5 1 6 286 ? ???????? ? 6 6
?
228 ??? 0 287 ???? 0
229 ? ????? ? 6 6 288 ???? ? 2 1 3 0
279物語の朗読におけるイントネーションとポーズ　―『ごん狐』の 6 種の朗読における実態―
289 ? ????? ? 6 5 349 ????? 4
290 ???? 2 2 2 3 350 ? ???? ? 6 0
291 ? ????? ? 6 0 351 ? ? ????? ? 6 6
292 ??? 4 2 0 352 ? ???? 6 0
293 ? ???? ? 6 0 353 ? ??? ? 1 5 1
294 ? ??????? ? 1 5 6 354 ? ?????????? ? 5 1 6
295 ? ???? 6 0 ?
296 ? ???? ? 6 0 355 ??? 0
297 ? ?????????? ? 6 6 356 ? ????? ? 1 5 1
? 357 ? ???? 5 1 2
298 ????? 2 358 ?????? 4 1 1 5
299 ? ?????? 5 1 0 359 ? ????? 6 3
300 ???? ? 2 4 0 360 ? ???????? 6 6
301 ? ????? ? 6 0 361 ? ??????????? ? 4 2 6
302 ? ????? ? 1 5 6 ?
362 ???? 0
303 ???? 2 363 ? ??????? ? 6 0
304 ? ???? ? 6 0 364 ??????????? ? 3 3 6
305 ? ??? ? 6 0 ?
306 ??? ? 4 1 1 0 365 ????? 0
307 ????????? ? 4 1 1 6 366 ?????? ? 3 3 0
308 ? ??????? 6 0 367 ?????? ? 4 2 0
309 ??????? ? 4 2 0 368 ? ??????? ? 6 6
310 ???? ? 2 2 2 0 369 ? ????? 5 1 1
311 ? ??? ? 6 4 370 ? ???? ? 6 0
312 ? ????? 6 0 371 ? ??? ? 1 5 0
313 ??? 4 2 0 372 ? ???????? ? 5 1 1
314 ? ??? ? 6 0 373 ? ????????? ? 5 1 6
315 ?????? ? 1 2 3 5 ?
316 ? ????? 6 0 374 ???? 1
317 ?????????? ? 3 1 2 6 375 ? ????? ? 6 0
376 ? ?????? 6 0
318 ??? 0 377 ??????? ? 1 1 4 6
319 ? ???? ? 1 5 5 378 ? ?????????? 5 1 0
320 ? ?????? 6 3 379 ? ???? ? 5 1 0
321 ? ?? 4 1 1 0 380 ? ???????? ? 6 6
322 ??????? ? 3 3 6 ?
323 ? ????? 6 0 381 ????? 0
324 ??? ? 4 1 1 0 382 ? ???? ? 6 3
325 ? ??? ? 6 1 383 ? ???? ? 6 0
326 ? ??????????? ? 5 1 6 384 ? ??? ? 6 0
? 385 ? ??? ? 6 0
327 ????? 0 386 ? ??????? ? 6 0
328 ? ?????? ? 6 6 387 ? ??????? ? 6 6
329 ? ???? 6 0 388 ? ???? 5 1 2
330 ????? ? 2 4 0 389 ? ??????? ? 6 0
331 ????? ? 4 2 0 390 ? ????? ? 6 0
332 ????????? ? 2 1 3 6 391 ? ?????? ? 6 6
333 ? ???? 6 0 ?
334 ? ?????? 6 0 392 ???? 1
335 ? ?????????? ? 6 6 393 ? ??????? ? 6 6
336 ? ???? 6 0 394 ????? 4 1 1 0
337 ? ????????? ? 6 6 395 ? ??? ? 1 5 0
? 396 ??????? ? 4 1 1 6
338 ???? 1 397 ? ???? 6 0
339 ? ????? ? 6 0 398 ? ?????? ? 1 5 6
340 ? ????? ? 6 6 399 ??? 4 1 1 0
341 ? ??? 6 0 400 ????? ? 3 1 2 5
342 ? ???? 6 0 401 ? ??? ? 6 0
343 ? ??? ? 6 0 402 ? ??? ? 6 0
344 ??????? ? 3 3 6 403 ? ??? ? 1 5 1
345 ? ????? 6 0 404 ???? ? 3 1 2 0
346 ? ??? ? 6 1 405 ? ???????? ? 6 6
347 ? ??? 6 0
348 ????????? ? 2 1 3 6
